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老化防止剤配合加硫ゴムによる汚染性(7)

今回は，老化防止剤（ノクラック 6C)の移行汚

染防止方法について紹介する．老化防止剤の移行

汚染は IIR, C 1-IIR白色ゴムは移行汚染しにく

いが， NR,EPDMに対しては移行汚染しやす

ぃI). これは， IIRがガス透過性が小さい2)ため

移行汚染も小さくなったものと考えられる．この

ため，ゴムのガス透過性と汚染の関係を調べると

同時に IIR等ゴムシートの挿入及び IIRブレン

＼ ドによる移行汚染防止の検討を行った． また，老

＇化防止剤による着色汚染は，光照射により著しく

増大する．これは紫外線／酸素による老化防止剤

の化学構造変化（キノン構造）と推定される．この

ため，被汚染材に紫外線防止剤を配合しておくこ

とにより，老化防止剤の着色汚染が防止されるか

についても検討した．

1. ゴムシート挿入による移行汚染防止

移行汚染試験方法を図 1に示す．汚染材用加硫

ゴム［老化防止剤(6C)配合 NR加硫ゴム］（配

合表 1)(2 mm厚 1枚）と被汚染材用白色加硫ゴ

ム(EPDM)(配合表 2)(2 mm厚 4枚）の間に各種

加硫ゴムシート（配合表 3)(0.2 mm厚 l枚）を挿

入し，図 1のようにスクリューコックに取り付け

70℃ X24時間熱処理（一次暴露）後サンシャイン

ウエザメータ 24時間照射（二次暴露）し，白色加

硫ゴム (EPDM)の着色及び着色移行汚染距離を

ノギスで測定した．各種ゴムシートによる移行汚

染防止効果を表 4に示し，移行汚染距離とガス透

過性の関係を図 2に示す．移行汚染性は，

小 大

C 1-IIR, <NBR, CSM, <SBR, NR 
IIR ECO, ACM EPDM 

の順となり，ガス透過性の小さいゴムのほうが移

行汚染性が小さいことが認められる．また，ゴム

シートの厚さも 0.2mm程度の薄さで効果があ

ることがわかった．

2. IIRプレンドによる移行汚染防止

実験方法は図 1に準拠しておこなった．被汚染

材白色ゴム (EPDM)に移行汚染の小さい IIRの

ブレンドによる移行汚染防止効果を表 5に示す．

IIRをブレンドすることにより移行汚染が若干改

表 1 汚染材用加硫ゴム配合
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表 2 被汚染材用加硫ゴム配合

EPDM1> 
ステアリン酸

酸化亜鉛

炭酸カルシウム

酸化チタン

TT 
M 
BZ 
硫黄

゜1)フロピレン含量28,
(ML,+4 100℃) 
(160℃ Xl5分加硫）

表3 各種ゴムによる汚染防止用

白色加硫ゴム配合（厚さ0.2mm)
ゴム 100(表 4)
ステアリン酸 3 
酸化チタン 20 
加硫系 表 4

(160℃ Xl5分加硫）

100 
3 
5 
60 
20 
0.5 
1 
1 
1 

ムーニー粘度90

厚紙

老化防止剤(6C)配合NR加硫ゴム
(2mm厚）（汚染材）

｝ 各種加硫ゴムシート(0.2mm厚）

へEPDM白色加硫ゴム4枚(8mm厚）
（被汚染材）

各種加硫ゴムシート(0.2mm厚）

光

C: 

二次暴露

図 1 移行汚染試験方法

善できることがわかる．
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3 • 紫外線防止剤配合による接触及ぴ移行汚染

防止

被汚染材白色ゴム (EPDM)(配合表 2)に紫外

線防止剤（表 6)の配合による接触汚染防止効果を

表 7に示す． ヒンダードアミン系紫外線防止剤を

配合することにより接触及び移行汚染が若干改善

できることがわかる．

以上の結果から，汚染防止方法として，被汚染

材白色ゴムに C1-IIR及びIIRなどのガス透過性

の小さい加硫ゴムシートを挿入する方法が有効で

ある．
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表 5 EPDM白色ゴムに IIRのブレンドによる移行汚染
防止1)
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ゴムのガス透過性[1Q-16m句(N・s)己1

図 2 移行汚染距離とガス透過性の関係

1 2 
EPDM 100 50 
IIR 50 100 
汚染距離(mm) 4.2 2.6 
着色 褐色 褐色 無。し

1)70℃ X24時間熱処理（一次暴露）後サンシャイン
ウエザメータ24時間照射（二次暴露）
ブレンド配合は表 2と同一(160℃Xl5分加硫）
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表4 各種ゴムによる移行汚染防止I)

｀｀凸三□二rl:;!;色

1 2 3 4 5 6 
ベンゾトリアゾール系2) 2 1 無添加
ヒンダードアミン系3) 2 1 2 2 
TNP-N 1.5 
MB 1 
EPDM白色ゴムの

55.8 35.4 35.2 34.5 35.1 56.1 
接触汚染△E'> 

一着色---------― ---- -----------

茶褐色
--← 淡---褐い--色-------茶---褐---色----

茶褐色 茶褐色
---茶---褐---色-----

EPDM白色ゴムの
4.3 2.7 2.7 2.7 2.7 4.3 

移行汚染距離(mm)
一着色-------------------------

茶褐色
--淡---褐---色-------茶---褐---色----

茶褐色
--茶---褐---色----- 茶褐色--・ 

表 6 紫外線防止剤配合による接触及ぴ移行汚染防止I)

1)70℃ X24時間熱処理（一次暴露）後サンシャインウエザメータ24時間照射（二次暴露）
2) 2-(2'-Hydroxy-5'-methylphenyl) benzotriazole 
3) Bis-(2, 2, 6, 6-tetramethyl-4-piperidinyl) sebacate 
4)二次暴露後の EPDM白色加硫コ＇ム L値； 95. 5, a値；ー10.2, b値； 13.7を基準とした

ここに記載した内容は，細心の注意を払って行 て確実に保証するものではありません．

った試験に基づくものでありますが，結果をすべ 大内新興化学工業株式会社
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